
 

平
成
二
八
年
第
一
〇
回
教
育
委
員
会
よ
り 

  

平
成
二
八
年
第
一
〇
回
教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
要
旨
で
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
式
な
手
続
き
に
よ
り
会
議

録
を
閲
覧
く
だ
さ
い
。 

 

一 

日
時 

平
成
二
八
年
一
〇
月
三
一
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

二 

笹
神
支
所 

 

四
階 

委
員
会
室
１ 

三 

要
旨 

（
１
） 

平
成
二
八
年
第
九
回
教
育
委
員
会
定
例
会
会

議
録
の
承
認 

 

（
２
）
行
事
報
告 

 

前
回
（
九
月
二
八
日
）
か
ら
今
回
ま
で
の
事
務
局
の

事
業
報
告
と
質
疑 

 

○
部
落
解
放
第
三
二
回
新
潟
県
研
究
集
会 

・
一
〇
月
一
日
（
土
）
・
会
場 

魚
沼
市 

〇
緑
の
少
年
団
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
プⅡ

 

・
一
〇
月
一
日
（
土
）
～
二
日
（
日
） 

・
会
場 

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家 

〇
公
立
幼
稚
園
運
動
会 

・
一
〇
月
二
日(

日) 

安
田
・
京
ヶ
瀬
幼
稚
園 

        

   

〇
平
成
二
八
度
阿
賀
野
市
地
域
防
災
訓
練 

・
一
〇
月
二
日
（
日
）
前
山
小
グ
ラ
ン
ド 

〇
阿
賀
野
市
公
立
幼
稚
園
運
動
会 

・
一
〇
月
二
日
（
日
）
安
田
・
京
ヶ
瀬
幼
稚
園 

○
阿
賀
野
市
科
学
研
究
発
表
会 

・
一
〇
月
四
日(

金)  

ふ
れ
あ
い
会
館 

○
第
七
回
校
園
長
会
議 

・
一
〇
月
四
日(

火)  

笹
神
支
所 

〇
東
北
電
力
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト(

赤
坂
小) 

・
一
〇
月
四
日(

火) (

赤
坂
・
山
手
小
児
童
参
加) 

〇
就
学
時
健
康
診
断 

・
一
〇
月 
六
日
（
木
）
保
田
小 

・ 
  

十
二
日
（
金
）
笹
岡
小 

・ 
  

十
九
日
（
水
）
安
野
小 

・  
 

二
〇
日
（
木
）
水
原
小 

・ 
  

二
六
日
（
水
）
京
ヶ
瀬
小 

〇
関
東
甲
信
越
静
地
区
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
研 

修
会
・
一
〇
月
七
日(

金) (
上
越
市) 

○
平
成
二
七
年
度
人
事
異
動
方
針
説
明
会 

・
一
〇
月
七
日
（
金
）
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー 

〇
阿
賀
野
市
戦
没
者
追
悼
式 

・
一
〇
月
八
日
（
土
）
市
民
ホ
ー
ル
あ
が
の 

〇
安
田
文
化
祭
「
芸
能
の
つ
ど
い
」 

・
一
〇
月
九
日
（
日
）
安
田
体
育
館 

〇
学
校
定
期
監
査 

・
一
〇
月
十
一
日
（
火
）(

京
小
・
京
幼
・
京
中) 

○
教
育
委
員
学
校
訪
問 

 

・
一
〇
月
十
三
日 

(

火) 

京
小
・
京
幼
・
京
中 

・
一
〇
月
十
八
日 

(

火)  

堀
越
小
・
安
野
小 

・
水
原
公
民
館
・
水
原
体
育
館 

○
第
六
九
回
新
潟
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会 

・
一
〇
月
十
六
日
（
日
）
安
野
小
前
中
継 

〇
下
越
教
育
事
務
所
管
内
教
育
長
会
議 

・
一
〇
月
十
七
日(

月)  

下
越
教
育
事
務
所 

○
県
都
市
教
育
長
協
議
会
秋
季
定
期
大
会 

・
一
〇
月
十
九
日(

水)

～
二
〇
日(

木)

新
発
田
市 

 

○
新
潟
県
社
会
教
育
研
究
大
会 

・
一
〇
月
二
一
日
（
金)  

田
上
町 

 

〇
水
原
文
化
祭
芸
能
発
表
会 

・
一
〇
月
二
三
日
（
日
）
水
原
公
民
館 

〇
小
中
学
校
音
楽
祭 

・
一
〇
月
二
七
日(

木)  

水
原
総
合
体
育
館 

〇
明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会 

・
一
〇
月
二
五
日(

火)  

ふ
れ
あ
い
会
館 

○
教
育
委
員
会
定
例
会 

 

・
一
〇
月
三
一
日
（
月
）
笹
神
支
所 

 

 
 （

３
）
議
件 

○
議
案
第
五
九
号 

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童 

生
徒
の
認
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

承
認 

 
 

申
請
者
数
七
名 

 

認
定
者
数
七
名 

 
 

認
定
後
支
給
停
止
者 

十
二
名 

○
議
案
第
六
〇
号 

共
催
・
後
援
願
い
の
承
認
に
つ

い
て
（
◎
共
催
二
件
◎
後
援
三
件
） 

 

承
認 

＊
第
十
八
回
新
潟
水
俣
環
境
賞
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 

後
援 

・
代
表
者 

新
潟
水
俣
病
被
害
者
の
会 

会
長 

小
武 

節
子 

教
育
委
員
会
だ
よ
り 

第 148号 

H28.11.2 

阿賀野市 

教育委員会 

 



・
応
募
期
間 

十
二
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

・
対
象
者 

 

小
・
中
学
生 

・
趣 

旨 
 

水
俣
病
被
害
者
の
思
い
と
は
逆
に
環

境
汚
染
に
よ
る
人
体
被
害
は
深
刻
化

し
て
お
り
、
子
ど
も
時
代
か
ら
環
境
問

題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
か

ら
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
。 

＊
あ
そ
び
の
広
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
催 

・
趣
旨 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
の
運
動
神
経
の
発
達
を
促
す
。 

・
代
表
者 

阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

理
事
長 

國
井 
嘉
樹 

・
日
時 

十
二
月
四
日(

日)

九
時
三
〇
分
～
十
二
時 

 

・
会
場 

京
ヶ
瀬
屋
内
運
動
場 

＊
み
ん
な
で 

M
y
 

N
a

v
i v

o
l.8

 
 
 
 
 
 
 
 

共
催 

・
平
成
二
八
年
十
二
月
四
日
（
日
）
九
時
三
〇
分
～

十
二
時
三
〇
分 

一
〇
〇
人 

＊
「
２
０
１
７
ウ
ィ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー 

ｉ
ｎ
に
い
が
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

後
援 

・
趣
旨 

冬
に
一
足
早
い
春
を
感
じ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
素
晴
ら
し
さ
で
心
の
う
る
お
い
と

安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
。 

・
代
表 

サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド(

株)

代
表
取
締
役 

社
長 

佐
藤 

十
九
一 

・
平
成
二
九
年
二
月
十
一
日
～
二
月
二
六
日 

 
 

・
会
場 

サ
ン
ト
ピ
ア
・
安
田
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン 

＊
第
十
四
回
全
国
高
等
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会 後

援 

・
趣
旨
：
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
と
し
て
知
力
と
体
力

を
競
い
、
そ
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
。 

・
代
表 

全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
大
会
開
催
準 

備
委
員
長 

佐
藤 

 

久 

・
平
成
二
九
年
七
月
二
九
日
（
土
）
～
三
一
日
（
月
） 

 
 

・
会
場 

五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
周
辺 

 

○
議
案
第
六
一
号 

阿
賀
野
市
公
民
館
運
営
審
会 

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
（
委
員
一
〇
名
） 承

認 

○
議
案
第
六
二
号 

阿
賀
野
市
立
図
書
館
協
議
会 

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
（
委
員
八
名
）
承
認 

 
 

 

○
議
案
第
六
三
号 

阿
賀
野
市
立
吉
田
東
伍
記
念 

 

博
物
館
協
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

（
委
員
七
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
認 

○
議
案
第
六
二
号 

阿
賀
野
市
五
頭
連
峰
少
年
自 

然
の
家
運
営
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

（
委
員
八
名
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
４
）
今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

〇
阿
賀
野
子
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

・
十
一
月
一
日
（
火
）
笹
神
中
学
校
区
（
笹
神
中
） 

・
九
日
（
水
）
水
原
中
学
校
区
（
水
原
中
） 

・
二
九
日
（
火
）
京
ヶ
瀬
中
学
校
区
（
京
ヶ
瀬
中
）

○
市
教
委
人
事
管
理
ヒ
ア
リ
ン
グ 

笹
神
支
所 

・
十
一
月
二
日
（
水
）
小
学
校
一
〇
校 

・
十
一
月
七
日
（
月
）
中
学
校
四
校 

○
文
化
祭 

・
京
ヶ
瀬
文
化
祭
（
京
和
荘
） 

・
さ
さ
か
み
文
化
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ
い
会
館
・
支
所
） 

十
一
月
二
日
～
三
日 

・
水
原
文
化
祭
（
水
原
総
合
体
育
館
・
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
・
代
官
所
）
三
日
～
六
日 

 

 

・
安
田
文
化
祭
（
安
田
体
育
館
）
五
日
～
六
日 

〇
第
八
回
校
園
長
会 
十
一
月
四
日(

金)

笹
神
支
所 

 

〇
深
め
よ
う
絆 

県
民
の
集
い 

・
十
一
月
五
日(

土)  

新
潟
市 

〇
臨
時
市
議
会 

・
十
一
月
八
日(
火) 

 

〇
明
る
い
家
庭
作
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

・
十
一
月
九
日
（
水
）
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

〇
県
人
事
管
理
に
係
る
教
育
長
ヒ
ア
リ
ン
グ 

 

・
十
一
月
一
〇
日(

木)  

下
越
教
育
事
務
所 

〇
京
ヶ
瀬
芸
能
祭 

十
一
月
十
三
日
（
土
）
京
和
荘 

〇
第
一
回
人
事
異
動
会
議 

 

・
十
一
月
十
四
日(

月)  

笹
神
支
所 

 

〇
市
Ｐ
連
講
演
会 

 

・
十
一
月
十
八
日(

金) 

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

〇
赤
坂
小
学
校
閉
校
記
念
式
典 

・
十
一
月
二
〇
日
（
日
）
赤
坂
小
学
校 

〇
縄
文
ひ
ろ
ば 

・
十
一
月
二
〇
日
（
日
）
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家 

〇
山
手
小
学
校
閉
校
記
念
式
典 

・
十
一
月
二
七
日
（
日
）
山
手
小
学
校 

○
子
ど
も
夢
フ
ェ
ス
タ
～
・
ふ
る
さ
と
子
ど
も
絵
画

展
・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ 

 

・
期
日 

十
一
月
二
六
日(

土)

～
二
七
日(

日) 

・
会
場 

ふ
れ
あ
い
会
館
・
笹
神
支
所 

○
第
十
一
回
教
育
委
員
会
定
例
会 

 

・
十
一
月
二
八
日
（
月
）
笹
神
支
所 

 

（
５
）
そ
の
他
～
報
告
・
事
務
連
絡 

○
児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
の
事
故
報
告 

・
児
童
・
生
徒 

小
学
校
二
件 

 
 
 

 

〇
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家
耐
震
診
断
に
つ
い
て 

・
宿
泊
棟
、
体
育
館
共
に
強
度
不
足
結
果
が
出
た
た

め
、
今
後
改
良
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
。 

○
事
務
連
絡 

・
三
市
北
蒲
原
郡
教
育
委
員
研
修
会
に
つ
い
て 

終
了 

午
前
一
〇
時
五
三
分 

 ☆
平
成
二
八
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

の
結
果
と
分
析
は
別
紙
の
と
お
り
で
す
。 

 

小
中
学
校
共
に
、
全
国
水
準
を
一
〇
〇
と
し 

た
標
準
化
得
点
の
経
年
変
化
と
課
題
解
決
の 

た
め
の
視
点
を
付
し
て
い
ま
す 



                                    

                                    

                                    

平成２８年度 全国学力・学習状況調査【小学校】調査結果 
      

１ 全国平均を１００とした標準化得点（上段）と平均正答数（下段）      （△全国より上位、▼全国より下位） 

       地域 

調査項目   年度 

阿     賀     野     市 

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

国語Ａ：知識  ▼９９   ▼９９   ▼９８   ▼９８ △１０１ ▼９８  △１０１ ▼９９ 

国語Ｂ：活用  １００   ▼９８   ▼９７   ▼９８ ▼９９ １００ ▼９８ ▼９９ 

算数Ａ：知識  ▼９９   ▼９９   ▼９８   ▼９８ △１０１ １００ ▼９９ △１０１ 

算数Ｂ：活用  ▼９８   ▼９８   ▼９８   ▼９８ １００ ▼９８  ▼９８ ▼９９ 

理科 * * * １００ *    *    ▼９９ * 

国語Ａ：知識 14.4／18 11.3／18  11.9／18  13.3／17 11.7／18 10.5／15 10.0／14 10.8／15 

国語Ｂ：活用 6.2／10  5.6 ／12 4.4／10   5.5／11  4.8／10  5.6／10 5.5／9 5.6／10 

算数Ａ：知識 15.4／19 13.5／19  13.4／18  13.3／19 15.1／19 13.2／17 11.9／16 12.7／16 

算数Ｂ：活用 8.4／14  6.2／13 6.9／14   7.0／13  7.6／13  7.1／13 5.4／13 5.9／13 

理科 * * * 14.5／24  * * 13.9／24 * 

調査対象 全校 全校 全校 （＊）全校 全校   全校  全校 全校 

   ２２年度：抽出校調査のため一覧から除外  ２３年度：震災により中止  ２４年度：（＊）市費対応で全校調査を実施 
  

2  標準化得点・平均正答数の傾向 
（１）標準化得点では、全国と比べ、国語Ａ（知識）・国語Ｂ（活用）ともに１ポイント下回っている。算数Ａ（知識）

で１ポイント上回り、算数Ｂ（活用）で１ポイント下回っている。１９年度から続いていた低下傾向は 24 年度に
歯止めがかかり、２５年度には、さらに上昇して全国平均を上回る成績を示した。その後、２６年度、２７年度と
停滞傾向を示している。今年度もこの傾向を脱し切れてはいないものの、標準化得点トータルでは、２５年度に次
ぐ好成績となっている。 

（２）平均正答数では、全国と比べ、国語Ａ（知識）は 0.1問下回り､国語Ｂ（活用）は 0.2問下回っている。算数Ａ
（知識）で 0.3問上回り、算数Ｂ（活用）で 0.2問下回っている。下回る調査項目も最大で 0.2問の僅差に止まっ
ている。 

 
３ 児童質問紙調査に見られる課題と対応  
（１）児童の学習意識と学校の授業改善 

①学習に対する関心・意欲・態度 
       市小学校児童の学習に対する関心・意欲・態度は良好な状況にある。国語・算数いずれの教科の意識調査でも

殆どの項目で全国平均を上回っている。かつては、他の項目で全国平均を上回っても、「教科（国・数）の学習
が好き」という項目では、全国平均を下回る状況が続き、成績も下降傾向を示していた。学習内容が分かり、学
ぶことが好きになってこそ学力の向上も期待できる。この課題の解決を目指して授業改善に取り組み、２５年度
に初めて国語科でこの項目の全国平均を上回った。以降、今回(２８年度)も含めてこの好転を持続している。算
数科は、２６年度に初めてこの項目で全国平均を上回ったものの、前回(２７年度)、今回(２８年度)ともに維持
できなかった。再度の好転を期したい。 

  ②授業改善の推進 
各小学校は、自校の学力実態を分析し、研究主題を設定して真摯に授業改善に取り組んでいる。その成果は、

学力調査・質問紙調査のいずれにも反映されている。今回は、国語Ａ(知識)の標準化得点に低下が見られたもの
の、平均正答数では 0.1問の差であり、今後の指導により確実に回復し向上に導けるものと判断している。他の
調査項目(国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ)は、全て向上を示しており、授業改善による学力向上は、今後、一層の成果
をもたらすものと期待している。市教育委員会としても各校の授業改善への取組を全力で支援していきたい。 

（２）家庭での過ごし方と学習習慣の改善 
①生活習慣 

｢朝食｣、｢定時就寝・定時起床｣など生活の基本となる習慣については、いずれも全国平均をやや上回る望まし
い状況にある。過半数の児童が「9時以降 10時前」に就寝する状況は、今後も維持していきたい。 
課題は、家庭での生活時間の使途にある。これまでと同様に、テレビ、DVD、ゲーム、インターネット等、長時

間のメディア使用が児童の生活時間を圧迫する傾向は続いている。こうした状況の改善のために、家庭と学校の
連携・協力によるメディアコントロールの取組を進めており、徐々に、テレビ、DVD などの長時間視聴に改善が
現われてきている。今後も取組みを重ね、児童期の生活において 特に重視したい読書、家庭学習、睡眠に十分な
時間を確保したい。こうした取組が、市内全校で展開されるよう市教育委員会の支援を強化したい。 

②学習習慣 
各学校の継続的な取組により、年々家庭学習の状況は向上している。平日の家庭学習時間は、「２時間以上」で

は、やや全国平均を下回るものの、「１時間以上２時間以内」の実施率では、全国平均を 35ポイント上回り、72
％にまで達している。また、これに加えて、家庭学習プランニングタイムを取り入れる学校も増えている。日々の
授業内容との関連を図った家庭学習プランによって、授業と家庭学習両面の質的向上が期待できる。 
一方、読書時間は、全国平均に比べてやや短い。改善の兆しは現われているものの、「1 日に 30 分以上」の児

童は、未だ 32％に止まっている。図書館の利用頻度は改善され、「週に 1～3回程度」図書館に行く児童は倍増し
ている。しかし、未だ低水準を脱するまでには至っておらず、全く図書館に行かない」児童が約 29％、「年に数
回程度」を含めると約 55％に上る。児童の生活に読書が位置づくまでの改善が望まれる。 



                                    

     

平成２８年度 全国学力・学習状況調査【中学校】調査結果 
 

１ 全国平均を１００とした標準化得点（上段）と平均正答数（下段）      （△全国より上位、▼全国より下位） 

地域 

調査項目      年度 

阿   賀   野   市 

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

国語Ａ：知識 ▼９８ ▼９８ ▼９８  ▼９７ ▼９６  ▼９９ ▼９７ １００ 

国語Ｂ：活用 ▼９９  ▼９８ ▼９７  ▼９６ ▼９６  ▼９９ ▼９９ ▼９９ 

数学Ａ：知識 ▼９７  ▼９７ ▼９６  ▼９６ ▼９４  ▼９６ ▼９７ ▼９９ 

数学Ｂ：活用 ▼９８ ▼９７ ▼９７  ▼９５ ▼９４  ▼９６ ▼９７ ▼９９ 

理科 * * *  ▼９６ * * ▼９７ * 

国語Ａ：知識 29.5／37 24.0／34 24.1／33 22.4／32 22.2／32 25.2／32 23.7／32 25.2／33 

国語Ｂ：活用 6.9／10 5.6／10 7.6／11  5.0／9 5.1／9  4.3／9 5.7／9 5.8／9 

数学Ａ：知識 23.7／36 19.6／36 18.2／33 19.8／36 18.2／36 21.3／36 20.8／36 21.7／36 

数学Ｂ：活用 9.3／17 6.5／15  7.3／15  5.8／15 4.5／16  7.7／15 5.2／15 6.3／15 

理科 * * * 11.2／26 *    *    11.5／25 * 

調査対象 全校 全校 全校 (＊)全校 全校   全校  全校 全校 

     ２２年度：抽出校調査のため一覧から除外  ２３年度：震災により中止  ２４年度：（＊）市費対応で全校調査を実施 
 
２  標準化得点・平均正答数の傾向 
（１）標準化得点でみると、国語Ａ（知識）では、全国平均とのポイント差はない。国語Ｂ（活用）は、１ポイント下回っ

ている。数学Ａ（知識）・数学Ｂ（活用）は、ともに１ポイント下回っている。調査開始の平成１９年度以降、年々低
下し、２５年度には、これまでで最も低い得点となっていた。２６年度に低下に歯止めがかかり、国語Ａ・Ｂで３ポイ
ント、数学Ａ・Ｂで２ポイントの回復を示した。前年度（２７年度）も数学Ａ・Ｂで、さらに１ポイントの回復を示し
ている。今年度は、国語Ａで３ポイント、数学Ａ・Ｂでもさらに２ポイントの回復を示し、１９年度の調査開始以降、
最も高い得点となっている。 

（２）平均正答数では、国語Ａで 0.2問上回り、国語Ｂで 0.2問下回っている。数学Ａでは 0.7 問下 回り、数学Ｂで 0.3
問下回っている。正答数で全国平均を上回る調査項目があることは、初めてであり、全国平均を下回る調査項目につい
ても最大で１問以下の小差に止まることは、初めてである。 

 
３ 生徒質問紙調査に見られる課題と対応  
（１）生徒の学習意識と学校の授業改善 
  ①学習に対する関心・意欲・態度 

市中学校生徒の学習に対する関心・意欲・態度は、調査開始以来、殆どの項目で全国平均を下回る状況が続い
ていたが、平成26年度の調査以降多くの項目で好転を示し、前回（平成２７年度）、今回（２８年度）の調査
でもこの好転を持続している。今回の調査では、重要な項目である｢授業の内容はよく分かる｣が、初めて国語科、
数学科ともに全国平均を上回った。「教科（国・数）の学習が好き」は、全国平均に届いていないが、「よく分
かる」が先行することで、「学習が好き」への好転につながるものと期待している。  

  ②授業改善の推進 
どの生徒にも確かな学びを保障し、思考力・判断力・表現力を高める授業改善行うことを最重要課題として学

力向上の取組みを推進してきた。各中学校とも、授業で知的な資質を開花させる喜びを実感することをとおして
学ぶ意欲の回復を図ろうと、授業改善に着手している。市教育委員会も、学習指導計画訪問・要請訪問による支
援に加え、「中学校学力向上研修」を立ち上げ、国語科、数学科、英語科について教科ごとの学力向上プロジェ
クトを推進して授業改善の支援に努めている。改善の成果が一層確かなものとなるよう全力を尽くしたい。 

（２）家庭での過ごし方と学習習慣の改善 
①生活習慣 

「朝食」や「定時就寝」の規則正しさは全国平均以上に維持されているが、就寝時刻は遅く、「定時起床」は、
全国平均に届かない。睡眠時間の不足も懸念される。一番の課題は、依然として生活時間の多くがメディアに
費やされていることにある。改善されてきてはいるものの、テレビ・DVDの長時間視聴（３時間以上と４時間以上の

合計）は28％を超え、２時間以上のテレビゲームも37％を超えて全国平均以上となっている。この年代の人間
形成に大きな役割を果たす読書や家庭学習の時間確保のためにも、メディアコントロールの必要性は高い。 

②学習習慣 
中学校生徒の家庭学習時間は、２６年度、２７年度と緩やかな改善が続き、今年度の調査で目覚ましい改善

を示した。「1日２～３時間」では全国平均に届かないものの「１～２時間」では、全国平均を20ポイント上
回り53％に達している。各中学校で終学活時間に家庭学習プランニングタイムを導入するなど実施率を高める
取組みを推進した成果と考えられる。今後は、学習内容の質の確保にも重点を置き、一層の充実を期したい。 
一方、家庭での読書時間には、目に見える改善は現われていない。最多時間帯は「1日に10分以上30分未満」

であり、「10分未満」と「全く読まない」生徒を合わせると約47％に上る。図書館の利用頻度も少ない。「ほとん
ど又は全く図書館に行かない」生徒が約63％に達している。読書習慣形成の効果ある取組が強く求められている。 


